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森 裕司 (究良工大 ･獣医)
ニホンザルは北限に棲息する詔長柿でありもっ
とも寂著な季節繁砥性を示すことが知られている.
雌ニホンザルを人鵜的日長条件下においた実験で
は､日長に関係なくほぼ1年周期で繁殖サイクル
が自由継続し､光周期の彩管は明かでなかった
(昭和60-61年度共同利用研究)｡この発見は､日
長変化と生括械能の関連の深さが確立されている
他の季節繁殖動物での研究成績とは一致せず､そ
の神経内分泌学的背景に興味が持たれた｡
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